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学会概要： 
2021 IEEE 14th International Conference on ASIC（ASICON 2021）は、集積回路設

計者、ASIC ユーザー、システムインテグレーター、IC メーカーに国際フォーラ

ムを提供することを目的としています。プロセスおよびデバイスエンジニア、

CAD / CAE ツール開発者が、それぞれの分野における最新の進捗状況、開発及

び研究結果を発表します。最先端の集積回路、製造技術などそれぞれの分野の

研究者は参加しました。  

 

発表内容： 

私の発表テーマは“Adaptive Convergence Method of Notch Frequency in Noise 

Spread Spectrum for Pulse Coding Switching DC-DC Converter”です。 

発表時間は１０月２７日の 18：20 からの五分間でした。 

 

参加経過： 

IEEE の国際学会の参加は初めてです、中国で開催されましので、たくさん有

名な中国の大学の学生が参加しました。北京大学や FUDAN 大学などの学生は

どのような研究をやっていますか、発表能力はどうですか、英語能力はどうで

すかが気になっていましたので、電源関係のだけではなく、たくさん発表を聴

きました。自分と比較しますと、まずは、英語の能力は、私は一番弱いらしい

ということに気が付きました。また、自分のスライドにはこの分野の人ならだ

れでも知っている内容の割合が多すぎたように思いました、参加者はこの分野

の専門家なので、また発表時間は既に５分間と短いので、時間がもったいなか

ったです。 

 

会議に参加した感想： 

皆さんの研究を聴いて少し内容を理解しました。特に電源関係の発表を真剣

に聴きました。残念ところとしまいして、発表ビデオプレゼンテーションをも

っと十分準備したほうが良かったと思いました。 

立派な研究者になるため下記のことをやらなければなりません： 

１、 英語能力を伸ばす 

２、 自主的に研究でする能力 

３、 スライドで発表内容をまとめる能力 

先生たちのお陰で今回の学会を参加しました、本当に良い経験だったと思い

ます。また、参加費をご支援いただきました NEC C&C 財団に感謝いたします。 

http://www.asicon.org/


 

 

 

 

 



 


